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第１章  意見募集の概要 

 

１ 目的 

本意見募集は、高山市第八次総合計画の策定に向け、今後のまちづくりに関するご意見・ご

提案を伺い、今後の政策立案の基礎資料として活用することを目的に実施。 

 

２ 期間 

  平成２５年９月１５日～１０月１８日 

 

３ 項目 

市の魅力や誇りを感じるところ 

市の不満や不便さを感じるところ 

高山の将来像 

将来に向けたご意見・ご提言 

 

４ 方法 

募集地域  高山市内全地域 

実施方法  次の３つの方法で実施 

・広報たかやま９月１５日号に調査票を掲載し、郵送にて提出 

      ・市のホームページに調査票を掲載し、メールにて提出 

      ・調査票を市役所インフォメーション等に設置し、ご意見箱への投函にて提出 

募集対象  全市民 

 

５ 結果 

意見数  ６１件 

  
意見数 構成比 

（件） （％） 

 郵送 57  93.4  

 メール 2  3.3  

 ご意見箱 2  3.3  
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６ 意見の構成 

 

  
意見数 構成比 

 
  

意見数 構成比 

（件） （％） 

 

（件） （％） 

居
住
地
域 

高山地域 52  85.3  

 性
別 

男性 31  50.8  

丹生川地域 0  0.0  

 

女性 29  47.5  

清見地域 0  0.0  

 

無回答 1  1.6  

荘川地域 0  0.0  

 

職
業 

農林畜産業 1  1.6  

一之宮地域 1  1.6  

 

自営業 8  13.1  

久々野地域 1  1.6  

 

会社員・公務員・団体職員 12  19.7  

朝日地域 0  0.0  

 

パート・アルバイト・内職 12  19.7  

高根地域 1  1.6  

 

家事従事者 10  16.4  

国府地域 3  4.9  

 

学生 2  3.3  

上宝地域 0  0.0  

 

無職 14  23.0  

奥飛騨温泉郷地域 0  0.0  

 

その他 1  1.6  

無回答 3  4.9  

 

無回答 1  1.6  

年
齢 

１０・２０代 5  8.2  

     ３０代 11  18.0  

     ４０代 8  13.1  

     ５０代 4  6.6  

     ６０代 19  31.2  

     ７０代以上 13  21.3  

     無回答 1  1.6  
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第２章  意見募集の結果 

 

１ 市の魅力や誇りを感じるところ 

 

 問１ あなたは、高山市のどのようなところに魅力や誇りを感じますか。 

 

健康 

・ウォーキングに適していて健康に良い。 

医療 

・赤十字病院がある。 

自然 

・山が美しい。 

・山に囲まれ、自然が豊かなこと。 

・山々に囲まれ自然が身近に感じられるところ。 

・川を流れる水がきれいなところ。 

・私達は日常、飛騨山脈を見ているので、特に気に止めていませんが、あれだけの山並みは、日本でもそ

うは無いと思います。 

景観 

・美しい山、川、街、人。 

・春夏秋冬の原風景と歴史街。 

・広大であること。そのほとんどが山林であること。緑豊かであること。田舎であること。いまだに原風

景が残っていること。（建築物、田畑、川等） 

・碁盤のような町並み。 

・街並みが美しい。 

・古い町並等が保存されているところ。 

・古い町並・景観を大切にしている。 

・空気がきれい。 

・ゴミが落ちていない。きれいである。毎日ウォーキングしているが気持ちよい。残念なのは愛犬家のフ

ン禁止の立札があちこちに立っている事。 

・自分で出したゴミは自分で片付ける（責任をもつ）。この考えに惹かれました。それは美しく清潔なス

ピリチュアリティの高山を支えていると思います。 

・きれいな町（清掃）であること。 

・今の宮川は美しい。私の子供のころは宮川はゴミが多く、ゴミゴミしていた。川の美しさは、上流から

美しく心がけている所です。みなさんの協力があってこそです。ありがたい。ありがたい。 

・ボランティアの方などがゴミを拾って（早朝）みえ、ゴミのない歩道に誇りを感じます。 

・街がきれいなところ。ゴミが落ちてなく清潔。 

・ゴミがキレイに片付いているところ。 

・市内にゴミが落ちていないこと。 

・町が掃除をされていてどこを歩いてもきれい。 
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・道にゴミが落ちていない。 

・町にゴミがなくきれい。 

・静か。 

交通 

・交通の便も東京、名古屋、金沢に直行で行けて小さい町なのにとてもすばらしいと思います。 

・どこでも自転車で行ける。（移動が楽） 

公園 

・ポッポ公園。 

防災 

・災害があまりない。 

安全 

・犯罪が比較的少ない。 

・事件、事故が少ない。 

観光 

・観光客に対しても一般の人が親切におもてなしをしている。 

・観光地に恵まれている所。常に、あちこちの観光施設に（自由に）入所出来る。 

・観光地が良い。 

・観光客が多い所。 

農林畜産業 

・飛騨牛がおいしい。 

商工業 

・昔からの店がある。 

文化 

・ほろびつつある日本の文化が、残っていること。古い民家、人柄の良い人、黙々と畑を作る人、近所づ

きあい、親戚づき合い、祭、古い道具（ばんどり、宮笠、など）。 

・伝統文化を取り入れ、大切にする。 

・保守的な考え方、文化伝統が受け継がれているところが良い。軽い考えの人間が多くなっている。 

・伝統がある。 

・正直なところ、この地に生まれたから、半ばあきらめがあります。何かあるとすれば歴史が息づく町。

例えば陣屋、三之町等でしょうか。その他はあまり魅力や誇りというところは見あたらないようです。 

・安心して心豊かに散策できる歴史のまち。 

・歴史に裏づけられたまち（人々が生きていくために飛騨を守った）。 

・歴史がある。 

・古いものを守り受け継ぐ歴史はすばらしい（屋台や街並み）。技術や飛騨のことばが絶えないかが心配。 

・古い物が残ってる。 

・古い所。 

・高山祭りがある。 

・郷土料理が受け継がれているところ。 

・文化度が高い。 
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地域 

・各町内会への根回しが行き届いているところ。 

・町内会の運営がまだ保たれていること。 

・町内のつながりが深く何かの時に隣近所、助け合えること。 

・人と人とのつながりがあるところ。助け合いが残っている。特に年配の方々が町ですれちがう時（見知

らぬ人であっても）にも声をかけてくれる。 

・人のつながりがいい。 

・子どもたちが挨拶ができ、明るく元気なこと。 

その他 

・食べ物がおいしい。 

・つけ物とかおいしい。 

・朴葉みそやつけ物がおいしい。 

・市内の病院に勤務しています。遠方、県外から数人の研修医がみえ研修を受けていますが、高山のいい

ところは食事（飛騨牛や富山からの魚・野菜）が美味しいと全ての先生が言われますし、私もそう思いま

す。 

・親切な気持ちを持った市民が多いこと。 

・人柄・・・親切な人が多い。 

・親切心がまだある。（急ごう今のうち。だんだんなくなっている？） 

・おだやか。 

・１月２月以外は、とても住みごこち良い。 

・食事処はおいしい。温泉はある。水が素晴らしい！。 

・住みやすい。 

・緑に囲まれ、川の水も日本の中ではとても品質が良いと感じています。喫茶店に入るとコーヒーが美味

しいのは水が良いからだと分かりました。空気も澄んでいて、町並みも昔の日本の雰囲気が漂っていて、

どこか懐かしい気持ちになります。また、交通のマナーも良く、みんなが譲り合っているところが素敵だ

なと感じています。 

・天災が少なく、水・空気がきれいで食べ物がおいしい。 

・安心して暮らせるところ。（子育て・自然・老後） 

・私は２０年前に高山市の住民となった。まだ、自然が残り、昔の伝統をもっている。しっかりとした基

盤のできた家が多い。つまり、自分で食べる食料（農業）をやっている家が多い。これは、昔の日本の江

戸時代までの日本の姿である。自国で自給自足の出来る国であった。 

・車のナンバー飛騨が良いと思う。 

・温故知新的考え。 

・田舎。 

・観光ばかりに力を入れている高山市に魅力を感じるところありません。 

・有るとしたら一部の市民だけ、何も感じません。夢も希望もなし。 
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２ 市の不満や不便さを感じるところ 

 

 問２ あなたは、高山市のどのようなところに不満や不便さを感じますか。 

 

土地利用 

・コンビニが多すぎる。もう少し空き地の利用を考えてほしい。市民の憩いの場となるような公園にする

とか、子供が遊びやすい広場にするとか。駐車場やコンビニや高い建物、近代的な建物ばかり目立ち、ど

こに向かおうとしてるのかわかりません。 

景観 

・街の景観を守る為の NTTの鉄塔の撤去は良い。最近の宮川沿いの看板が景観を害している様に思う。（看

板の禁止も） 

・近年、高山市の人口にそぐわぬ数のコンビニやマンション、分譲住宅が乱立し増え続けていること。景

観も損なうし昔ながらの町家や古民家、田畑がつぶれて近代的な建物化している地区が増えているのを見

ると祖先がせっかく守ってきてくれた文化や歴史を途絶えさせてしまって悲しくなる。田んぼがなくなっ

たら高山じゃないです。 

道路 

・除雪車が家の入口に雪の大きなかたまりを置いて行き、高齢者たちがこの後片付けに困っている。 

・雪道が大変。 

・しかたのない事だけど１月、２月の積雪と除雪 

・年寄りが安心して歩ける歩道をつくってほしい。 

・千島交差点から花里小までにある電柱を工夫してほしい。車道に出すかひっこめるか。 

・歩道に埋めてある道路標識。（文字を踏んで歩く街は×です） 

・中橋の工事は大切ですが、住民（中橋の利用が多い）は困っています。 

・アンダーパスの歩行者と自転車の通路区別を通路平面には表示してありますが、入口では区別の判断が

できません。高山線が通過する上部のコンクリートの桁の部分に子どもにも分かるよう表示してください。 

・道が悪い。 

交通 

・都会に遠い。 

・都会（名古屋）へのアクセス。 

・電車の本数が少ない。 

・名古屋からの帰り、最終がバスで２０時３０分、後は鈍行しかない。 

・セントレア、関空等の海外からの帰り、夕刻着だともう一泊の場合もある。 

・海外に行くのに空港まで遠い。 

・長野県側の道路が悪い。 

・一番は、乗り物が不便（年寄りには特に）。 

・まちなみバスの本数が少なくなってしまったので、乗る回数が減ってしまった。 

・夜、バスの本数がたくさんあるといい。 

・車がないと、どこへも行けない所。 

・観光目的の大型車両が市内のいたる所に駐車、停車している。市民の日常生活に支障を来す。何か上手

い手段はないのか。 

・交通が大変。 
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公園 

・私には孫が三人いて高山へよく遊びに来てくれます。安心して広い遊具のある遊園地、公園がなく残念

です。原山に思い切り大きな遊び場が出来ればといつも思っています。 

・公園が少ないところ。 

衛生 

・未だに火葬場の話し合いに進展が見られない事！あの様な市民が不便を感じている施設は一刻も早く建

て直すべきです。話が出てからもう３０年も過ぎているのですから。（観光施設等は知らないうちに建っ

ているのに？） 

・公衆便所があまりにも少なくない。有料のきれいな和風（外まわりが）デザインで作ってください。 

安全 

・街灯が少ない。 

・外の明かりが少なくて、暗い（夜）。 

観光 

・確かに、小京都ということから近年、様々な国の方が観光に来ていただいていますが、それに伴って町

が観光に意識が向きすぎて、商売ベースの雰囲気が強くなってきてしまっているように感じています。確

かに観光収入は非常に大切ですが、本来の高山市の本質を失わないようにしていただきたいと感じていま

す。どうしても観光を意識すると町に入った瞬間に観光地の臭いが強くなってしまうのかなと感じていま

す。 

労働 

・若者の働く場所が少ない。昨年結婚した娘（長女）夫婦が、高山へ帰りたいけど、仕事がないと、今地

元に戻る事をあきらめる方向です。２番目の子も同じ理由で他県に就職しました。 

・やはり、若者が大学を卒業して就職する所があれば今よりは都会に行かないでこの地にとどまるのでは

ないだろうか。つまり、都会に勝る働き場所を確保してみましょう。まだまだ人口減少、老人が増えると

思われます。 

・若者の働く所がなく、私共の男子２人も都会で働いて高山と給料が安い観光業者だけが儲けて、普通に

生活している人には何も得することがない。 

・若者が定着できる仕事がない事、観光ばかりでも考えものです。過剰なおもてなしはいらない。 

・年配者に冷たい。元気の年寄りに、もっと仕事を。ハローワークの求人情報には、年令不問と書いてあ

り、問い合わせると、ネックは年令だけ。 

商工業 

・研修を受けるために県外からみえる研修医の先生方のほとんどが高山市に残らず、都会の病院に戻られ

てしまいます。自分としても郊外型の大型ショッピングセンターのような映画館やおしゃれな店がたくさ

ん入った施設があれば不自由ないのになと感じます。 

・大きなショッピングモール、デパートがない。 

・スーパーとかの店、開店がおそく、閉店が早い。 

・高山の産業をどのように成長させ持続させるか不透明な部分がある。（観光以外で） 

・飲食店が減ってしまった。 

・みやげ店が多すぎ。高山のイメージがない。 

生涯学習 

・高齢者の集まる場所が少ない（カルチャーセンターなど、楽しみながら趣味を生かせる所がない。 
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文化 

・文化的施設が少ない（劇場、美術館）。 

・遺跡などの解説標示板を正確な史実を再調査して書き直して欲しい。 

市民参加 

・イベントを企画した時、ちらしやポスターの配布や掲示の場が少なく、皆に案内しにくさがある。市民

活動の掲示板が広く設置されるとうれしい。 

・人の為にひと肌ぬぐといった心意気に欠ける人が多い。（ボランティアに率先して取り組むとか） 

行財政運営 

・精一杯やっておられる。（原因は？ 職員さんオドオドしている） 

・先の先の事をしっかり考えて下さい。もしかしたら、目先やちょっと先の事が中心になっていませんか？

私達は日々の生活の中で良くて、ちょっと先の事しか考えられていません。行政こそが、その部分をカバ

ーできるのではないかと思います。 

・市民相談の窓口が、別々である。 

・税金が高い。 

その他 

・公共の場所に無関心です。バス停、歩道の調整、整頓されていない、キタナイ。 

・人は美しい所を好みます。きたない所にはなにも生まれない、なにも起こらないと思います。 

・美しい高山、他の人がいっていました。心のバリアフリー、私も同感です。 

・子供が遊ぶ所が少ない。 

・東京や都会に憧れ、外貨獲得に必死になっているところ。コンビニや大手チェーン店の流入は、文化の

破壊、高山のまちの価値を堕落させていく。景観を無視した家、アパートなどを建てる工務店も問題。日

本中どこにでもあるまちの一つになってしまう。 

・今の日本では、どこへ行っても不満だらけでしょう。いかに日本を良くしていくか、科学、経済成長と

いう名のもとに、地球環境を破壊してきた。東日本大震災のように、今や何が起こっているか想像もつか

ない。経済成長、経済成長というお金を求める競争はやめるべきである。 

・日本一大きい市というが、テレビ放映で旧郡部の災害や天候などが高山の市街地で起こった事の様に発

表されるのでもう少し配慮してほしい。 

・遊ぶ所がない。 
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３ 高山の将来像 

 

 問３ あなたは、将来（およそ１０年後）の高山市がどのようなまちであってほしいと思いますか。 

次の「 」にあてはまるキーワードをご記入くだい。 

 

「人にやさしく高山だけでもたのしめる」まち 

「やさしさのある」まち（にしてほしい） 

「生活に困らない」まち 

「希望があり元気が出る」まち 

「子供、若者、老人が同じ様に明るく生活できる」まち 

「子供からお年寄りまで市民全てが安心できる」まち 

「子供と高齢者に優しい」まち 

「若者が将来に希望をもてる」まち 

「若者、子供の人口の多い活気ある」まち 

「若い方が地元に残って活気ある」まち 

「若者が希望をもって働ける」まち 

「人口増をめざし若者に活気のある」まち 

「古い街並み景観を残したまま若い人たちも不自由なく暮らせる」まち 

「寝たきりが少ないピンピンころりの」まち 

「お年寄りにやさしい」まち 

「ゆたかさのある」まち 

「ゆたかな」まち 

「歴史と未来が融合した」まち 

「文化と教育の」まち 

「自然と調和のとれた日本伝統の」まち 

「市民が安心して生活できる」まち 

「事件、事故、盗みの少ない」まち 

「安全な」まち 

「隣近所の人々が何時でも助け合える」まち 

「協力・強調・個人主義はやめ、誰もが食べていける」まち 

「住みやすい」まち 

「自然と心の調和、平和な都の」まち 

「平和の」まち 

「水がおいしく豊富な住みごこちの良い世界に誇れる水質の」まち 

「キレイな」まち 

「清潔な」まち 

「絵になる」まち 

「明るい」まち 

「楽しい」まち 

「都会みたいな」まち 

「にぎやかな」まち 
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「健全な市政」まち 

「税金がない」まち 

「日本の、世界のお手本にしたい」まち 

「一人一人の気持ちが豊かな心になる」まち 

「全国からカラオケに集まってくる」まち 

「電線は全て地下に変更し景観の良い」まち 

「中橋を大型車輌の通行禁止にしお年寄りが安全に散歩出来る」まち 

「市民が農業、文化、伝統に誇りをもてる」まち 
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４ 将来に向けたご意見・ご提言 

 

 問４ 将来に向けた高山市のまちづくりについて、ご意見、ご提案がございましたら具体的に記入し

てください。 

 

福祉 

・老人の力を利用できる施設、アクティブに生きられる場所をつくる。能動的に生きられる場所（農園、

工場、子守） 

・人口減少、少子高齢化が進む中、高齢者が活躍できるまちにしたい。（まちづくりに高齢者の出番があ

る。人材活用、ボランティア活動等） 

健康 

・冬の雪、凍結の為にお年寄りは外に出られません。屋内でウォーキングの出来るまたはプール等予防医

学に力を入れてほしい。観光のみが際立っている。 

・自殺多発への防止対策。 

医療 

・歯医者、２４時間、いつでもみてくれる所があるといい。 

自然 

・自然をもっと大切にしてほしい。山に囲まれた素朴なところが高山の魅力だと思う。 

景観 

・古民家や田畑を市民が売ってしまわないよう、田んぼ、家を維持できるよう市が援助すべき。コンビニ

やチェーン店などに対し規則（景観条例の法制化など）を設けるのが急務だと思う。高山が高山でなくな

ってしまう前に。高山駅も今のあの古びた感じが高山駅のいいところ。新建設案のデザイン、構想に反対

です。 

道路 

・文化の中心の都会に通じる道（長野県側）がもっと楽に。 

交通 

・飛騨の大自然を年中観光出来る様な、スイスの登山鉄道のような路線は出来ないか。数年前にスイスへ

旅行した時、ふと神岡鉄道の再生が出来ないかと思いました。今の線路を新穂高、奥穂、御岳、濁河温泉

と、飛騨小坂、下呂と結べば、スイスのような登山鉄道が出来ると思う。「奥穂高の地下駅からエレベー

ターで展望台に出れば、１年中アルプスを見れると思います。」 

・駐車場の改革（innovation）が数ヶ所の拠点に必要（地下空間）。 

衛生 

・神明駐車場の便所「フケツ」「クサイ」「セマイ」。基本からの見直しを。観光客の話：高山に二度と

来ないとのこと。 

・世界文化センターは赤字が積むばかりだから、今必要な火葬祭場に建てかえるとか（リホームしたらエ

コだし、全国に誇れるかも）。行政手腕のみせどころになるのでは！頑張っていただきたい！エネルギー

は、風力と太陽熱を採用して建設すればベストエコ！ 

・温泉や銭湯が増えるといい。 

防災 

・こまった時、助け合いの出来る街づくり。特に災害の時、今、明日この家には何人の人がいるか、老人

は、子供は、を街の人の責任でわかるようにしてほしい。災害時、安全、安心をたのみます。 
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観光 

・観光地として高山市民全体が「ようこそ」という心で観光客を迎え、あいさつ運動「こんにちは」「ど

うですか高山は？」そんな人間関係が生まれるのが楽しいかもしれません。 

・中橋から日枝神社まで、もっと観光客が楽しめる街づくりを考えてほしいです。川沿いに遊歩道とベン

チとか。 

・今年は外国人の観光客が多数利用されました。今後、緊急雇用の方で多数の英会話（中国語）を含めた、

おたすけ隊の対応も実施して欲しいです。 

農林畜産業 

・国府は農地が整備されていますので、他にないブランド米の生産に力を入れ土地を有効活用する。日本

一のおいしい米を生産したらどうでしょうか。 

・高山市が日本で初めての１００％有機農業若しくは農薬や化学肥料を使用しない農業の推進市になるよ

うに市全体として取り組んでいただけたらうれしいです。有機農業を推進することで若者が農業に希望を

持っていただきたいです。また有機栽培された農家の野菜や果物を市が中心となって加工する場所を設け

て、ジャムや野菜飲料、漬物等の加工食品を生み出して、それらの食品を日本全国に販売するのも魅力的

だと思います。高山市が観光だけでなく、環境に優しい有機農業推進の市のような流れになっていったら

いいなと感じています。 

・現在、田畑等休耕地が多数あるので、将来は無職やホームレス、ニート等に協力してもらい、高山の休

耕田を無しにする。 

商工業 

・景気が良くなってると助かる。 

・朝早くから、夜遅くまでやっているスーパーがあるといい。 

・色んな店があって、遊ぶ所があるといい。 

・全国展開の店ができて欲しい。 

労働 

・企業誘致と若者の定住。 

・もっと企業を呼びこみ若者を呼べるまちに。 

・私達の住む町内も５軒ほど除いて皆老人世代です。２５年に高校を卒業しても職がなく、名古屋の専門

学校へ入られた人も帰ってはみえない。これが今の高山の現状ではないでしょうか。 

・若者が高山を離れず、安心して将来を考えれる様に雇用や賃金を考えてやりたい。 

・若い方達が市内に就職出来るように大企業の誘致を望みます。 

・雇用がしっかりして欲しい。 

・税収と雇用を増やす対策。 

学校教育 

・高等教育機関の設置。 

・教育にもっと力を入れる。今ある施設を利用して、他地域からの合宿を受け入れる。地域の子供との交

流を図る。 

・生涯学習センターとか講座等はできるだけ止めましょう。こういう事業は民間の事業者に任せましょう。

民間の仕事をうばっています。 
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文化 

・考古学博物館の建設。 

・高山まちの博物館を高山（飛騨）の歴史・文化・民俗の研究調査と市民向け情報の発信拠点としてほし

い。そのため人事、機構の整備を。 

・現在ある貴重な文化を先ず残す対策。残すのみならず伝統を生む対策（将来文化になり得るもの）。特

に「木の国」的な発想から本物の住文化をすすめる（伝統技術で）。 

地域 

・最近隣近所の人々が井戸端会議のように話し合う機会がありません。独居老人の方の見守り体制も出来

ていません。各町内の近所の人々で見守り隊も立ち上げるよう市をあげて指導してほしいです。 

行財政運営 

・市役所の各課により指定地域が統一されていない。一例 禁煙地域が不明である。 

・もっと縦横のつながりがしっかりした市政を！もっと市民に対して分かりやすい市政を！ 

・本庁へ行っても職員のやさしさが見られない。この町に住みたくなるような町に。 

・税金が高いので、少なくなるといい。 

その他 

・年金がしっかりもらえるようにして欲しい。 

城山、松倉山、飛騨の里に 

・ケーブルカーをつける 

・古い物にたより過ぎ 

・城を造ろう 

・公共事業などは、市内の技術者、職人の能力を最大限活用する。市民に地産地消を勧める。値段だけで

比較せず、地元のものを購入する。野菜、食品、生活雑貨、家具、土産、その他、修理サービスなど人の

労働への対価。現状、市外産を使っている事業については最大限見直しを行う。市全体として、外に出て

行くお金を減らすだけで 市内の経済、お金は確実に増える。 

・住宅の新築の禁止（既存物件の価値向上、中古住宅市場の活性化、住宅改修市場の活性化、空き家の減

少、景観の保護） 

・屋外広告の景観基準の徹底、（景観の向上、観光価値の増大、市民の意識の向上） 

・高山に「ないもの」を増やすのではなく、「あるもの」を大切に守り伝えていくこと。土地の買収、チ

ェーン店の流入に対して、正しい知識（悪影響、契約時の注意事項など）を学ぶ機会を提供し注意を呼び

かける。 

・お金＝幸せ、満足度でないことを念頭に、市民として日本人として誇りを持てるまちづくり、市民が心

豊かに暮らせるまちづくりをしていくことが、結果的に人口の維持、観光客の増加、市民の幸せにつなが

っていくことになると思います。 

・軽井沢のように新幹線をひいて都会の富裕層のリゾート、医療特区等として発展させていく。 

・このような意見を述べる機会を年に１回は実施してください。 

・一度城山と松倉山に高山城の合成写真作りを。 

・高山城を再建してほしい。名古屋城の本丸御殿を造るにあたっての基金集めを参考にしてほしい。 

・問２と重なりますが、他県の住む高山出身者を引っ張って来るくらいの、補助なり通信での呼びかけ等

に動いてほしいです。 
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・コミニュケーションのあるまち、人々づくり、平和と愛を全国にそして世界におくる。すべての人が故

郷へ帰って来たという思いのする街づくり。 

・一部の方々で盛り上がるのではなく、市民参加を主にしたイベントを期待したいです。 

・自然と共存共栄した町づくり。競争はやめるべきである。西洋文明が入ってくるまでの日本、江戸時代

に学ぶべきである。経済成長なんてそういらないわけで、基盤のしっかりした町づくり、ロシアでは、ダ

ーチャと言って誰もが農業をしたり、家を建てたりする土地をもっている。いざという時、誰もが食べて

いける。 

・夜でも明るい街。 

・便利になるといい。 

・現状に甘んじていては発展しない。 

 


